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１．はじめに 

 2015 年 3月 14日，北陸新幹線が金沢まで開業した

ことで，北陸地域と東京を結ぶ交通手段が増え，北

陸地域の交通機関利用者の交通機関選択の幅が広が

った．しかしながら，北陸新幹線開業の影響を受け，

競合する小松―羽田路線の利用率は低下し，減便・

撤退の危機にさらされることとなった（図-1）．現在

は，各航空会社によるダイヤ調整などにより利用率

は回復し，安定傾向にある．しかしながら，北陸新

幹線は2023年に福井県に延伸開業することが決定し

ており，小松―羽田路線との競合はさらに激化する

ことが予想される．競合が激化する北陸市場におい

て，小松―羽田路線の存続には，新たな需要開拓が

必要である．そこで有力な需要開拓地として注目さ

れているのが，福井県である． 

現在，福井県には乗り換え無しで東京へ移動する

手段は，航空と鉄道のどちらも存在しない．そのた

め，福井県民は東京へ移動する際，滋賀県の米原駅

を経由して東海道新幹線を利用するという経路が主

である．一方，福井県の航空に関する状況に目を向

けると，福井県には定期便が就航している空港がな

く，羽田路線を持つ最寄りの空港は小松空港である．

しかしながら，小松―羽田路線における福井県民の

利用率は約 10％程度であること 1)から，福井県民の

航空利用率の低さがうかがえる． 

このような福井県の現況を踏まえると，北陸新幹

線が福井県に延伸開業した後，福井県民の多くは北

陸新幹線を利用して東京へ移動することが予想され，

より一層，福井県民の航空利用率は低下することが

考えられる．よって，北陸新幹線の福井延伸前の現

在から，延伸後を想定した福井県民の航空利用意向

に関する分析を行い，小松―羽田路線の存続につい

て考察することは，北陸市場における将来的な交通

機関利用者の利便性向上，地域経済において非常に

重要であるといえる．本研究では，航空と疎遠であ

る福井県民が持つ「航空イメージ」に着目し，航空

を利用したことの無い福井県民は，「乗り物として

のハードルが高そう」というイメージが強く作用し

て，航空を利用しない可能性があると考え，福井県

民を対象とした小松―羽田便の搭乗モニター調査を

実施した．このモニター調査を通し，小松―羽田路

線の利用経験の無い人が実際に利用した場合，「乗り

物としてのハードル」が低くなり，航空利用意向は

増加するのかを実践的に検証することを本研究の目

的とする． 

２．調査概要  

 本モニター調査は，福井県民を対象として行い，

航空券を無償で提供し，実際に小松―羽田便を利用

して旅行していただくという内容である．調査は 2

回実施し，日程は第一回調査を 3 月下旬，第二回調

査を 4 月下旬とした．モニターの募集は，福井新聞

にて募集要項・問い合わせ先を記載し応募を募った 2）．

モニターの選定は，福井県に居住しており，小松―

羽田便の利用経験が無いことを条件に行った． 

 モニター調査実施時には，小松空港にて往路便搭

乗前と復路便降機後に，それぞれ紙面によるアンケ

ート調査を行った（図-2）．このアンケート調査では，
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図-1 近年における小松―羽田路線利用者数の推移 
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実際に小松―羽田便を利用する前の期待感や不安感，

小松―羽田便利用後の満足度などの直感的な情報を

把握することを目的としている．さらに調査後，別

日程でアンケート調査の回答を踏まえた，調査員に

よる対面式ヒアリング調査を行い，今後の小松―羽

田便の利用意向を把握する． 

３．調査結果 

 現時点では，第一回モニター調査は実施したが，

ヒアリング調査までは至っていない．そのため，ア

ンケート調査の結果について集計を行った．なお第

一回モニター調査のモニター情報は，表-1に示す． 

 調査前のアンケートについては，小松―羽田便利

用への期待感，不安感，不便さに関する設問で構成

されている．期待感を 5 段階で評価する設問につい

ては，「5.かなり期待している」，「4.とても期待して

いる」と回答された割合が 75％であった．その理由

については「移動時間の短縮」への記述が多くを占

めた．福井県民の東京への移動手段として，最も一

般的な米原経由の東海道新幹線利用は，始点を東京

駅，終点を福井駅とすると移動時間が 3時間 15分で

あり 3），小松―羽田便の乗車時間が 1 時間であるこ

とから，このような意見が見られたと考えられる． 

 調査後のアンケートにおいて，「航空機を利用して，

体感的に小松―羽田間の距離感をどう感じたか」を 5

段階で評価する設問では，すべてのモニターが「1.

近く感じた」と回答した．さらに，「航空機内のサー

ビス等への満足度」に関しての5段階評価設問でも，

すべてのモニターにおいて「5.とても満足」，「4.満

足」を回答し，高い満足度を評価した．  

 調査後のアンケートにおける「次回，東京へご旅

行に行かれるときに，小松―羽田便を利用しようと

思いますか」という利用意向の尺度を 5段階（5に近

づくほど利用意向が高い）で評価する設問に対して

は，自発的な利用意向を示す「3.なるべく利用したい」，

「4.利用したい」と回答した割合が 67％で，残りは

「2.機会があれば利用したい」であった．このことか

ら，すべてのモニターが航空利用意向は，実際に小

松―羽田便を利用したことで調査前よりは増加した

可能性が高い結果が得られた． 

 しかし，調査前アンケートから航空機利用への不

安感の要因として「事故が心配」といった内容の「航

空機移動での恐怖感」，不便さとして「小松空港が遠

い」などといった「福井―小松空港間のアクセスへ

の不満」をモニターの多くが抱いていることが明ら

かとなった． 

４．まとめと今後の課題 

 本研究では，小松―羽田便の利用経験が無い福井

県民を対象に，小松―羽田便の搭乗モニター調査を

行った．調査前後に各モニターに行ったアンケート

調査から，モニターは航空利用について「移動時間

の短縮」への期待感を抱いているが，いくらかの不

安感，不便さも抽出された．また，調査後のアンケ

ートからは，モニターの多くは小松―羽田間を近く

感じており，機内のサービス等への満足度も高い結

果となった．また，すべてのモニターの利用意向が

モニター調査により増加したと示唆された． 

今後は第二回モニター調査を実施し，ヒアリング

調査を行い，調査前後の心情の変化を詳細に明らか

にしたい．また，それらの調査結果を踏まえ，福井

県民の航空利用意向を増加に繋がり，小松―羽田路

線存続の一助となる施策の提案を行いたい．  
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図-2 モニター調査におけるアンケート調査の様子  

 
表-1 第一回モニター調査のモニター情報 

1 男 53 ○

女 51 ○

2 女 22 ○

女 83 ○

3 女 22 ○

4 女 22 ○

男 23 ○

5 女 38 ○

男 10

女 2

モニターNo. 性別 年齢
アンケート回答の

有無
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